















































































































































































































































































































































































































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８
95↑ 0 ０ １５ ６ ０ ５ ０ ４ ０ ０ ３ ０ ０ ２ 1１ 2０ 4２ 5０
90『 1４ ６ 2６ 2９ １ 1３ ５ ６ ５ １ ７ ８ ３ １ ９ 10 1７ 1７
85↑ 4０ 2４ 2４ 3１ ２ 4５ 1５ ４ 1４ １ 1５ 2０ 1３ ２ ６ ７ 1３ 1５
80↑ 3６ 4０ 2５ 3０ ４ 3２ 1９ ５ 2１ ５ 1５ 2８ 2４ ６ 1０ ９ １０ ８
75↑ 2６ 3７ 1９ 1８ ７ 1４ 3１ 1２ 2８ ９ 2６ 2６ 2５ 11 ４ 1６ 1０ ９
70Ｆ『 1５ 1８ 1４ 1７ ４ 1２ 2８ 1２ 1７ 1５ 1４ 2０ １９ ７ 1４ ８ １ ８
65↑ ３ ３ ６ ３ 1３ 1１ 1９ ５ 2０ 1６ 1９ ８ 1８ 1２ ８ 11 ３ ４
60Ｆ『 ０ １ ５ ２ 1８ ３ 1２ ６ 1７ 2３ 1１ 1９ 1６ 1１ ６ ７ ４ ５
55↑ １ ０ １ 0 1８ ０ ５ ７ ７ 2９ ９ ４ ９ ９ ７ ４ ９ 1
50Ｆ『 0 ０ １ ０ 2３ １ １ ９ ３ 1３ ９ １ ４ １０ 1５ ２ ４ １
45↑ ０ ０ ０ ０ 1３ ０ １ 1１ １ 1５ ４ １ ２ 1２ ４ ６ ２ １
40Ｆ『 ０ ０ ０ ０ 1１ ０ ０ ６ １ ３ １ ０ １ ６ ６ ３ ２ ３
40U声 ０ ０ ０ ０ 2０ ０ ０ 4３ ０ ４ ０ ０ １ 4５ 3３ 3１ 1７ 1２
欠 ０ ７ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ 0 ０ ２ ２ １ １ １
平均 8２ 7９ 8２ 8４ 5５ 8２ 7５ 5６ 7６ 6１ 7５ 7６ 7２ 5１ 5６ 6３ 7６ 7７

























































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８
ａ ① 9４ 7４ 9２ 9３ 5７ 8７ 7９ 9８ 9２ 6５ 9８ 8０ 8２ 7４ 5７ 7８ 9０ 8２
ｂ＊ 9４ 8０ 7７ 8５ 6２ 8９ 8４ 5０ 7４ 6３ 7８ 7９ 7９ 7０ 6８ 4３ 9６ 9７
Ｃ＊ 9４ 8６ 8９ 8７ 6３ 8５ 7９ 7０ 8４ 6７ 8５ 8４ 8０ 5０ 7２ 9１ 9４ 8９
． 9１ 9２ 8６ 9１ 8５ 9０ 8７ 7０ 9２ 7９ 7５ 8６ 8５ 5５ 8０ 9１ 4３ 6１
ｅ ⑤ 9１ 6９ 6８ 7０ 3１ 6６ 6４ 4０ 5７ 5５ 4７ 6７ 6０ 1８ 2２ 1６ 3１ 8９
ｆ＊ 9１ 9０ 9７ 9７ 8０ 9５ 9３ 8６ 9７ 8０ 9５ 9１ 9０ 8７ 9９ 9３ 9７ 9９
９ 9１ 9４ 9７ 9８ 9４ 9７ 9３ 9８ 9２ 8９ 9６ 9３ 9３ 9９ 9９ 9９ 9９ 9７
ｈ＊ 9１ 0０ 7１ 7７ 6５ 8３ 6８ 5０ 6９ 6４ 7９ 6１ 6５ 3４ 5８ 7３ 9３ 9９
●｜勺０（ 9０ 8５ 7７ 8４ 6２ 8０ 6７ 7０ 7８ 5９ 6５ 7１ 6９ 5９ 8０ 8５ 9４ 9４
j⑩ 9０ 8６ 7３ 8０ 6８ 7２ 7２ 6６ 7７ 7１ 8１ 8２ 8４ 6８ 5８ 7６ 7９ 7６
ｋ 9０ 00 9０ 9０ 7５ 8９ 8０ 7８ 8４ 7１ 8８ 9０ 8７ 7０ 7９ 6２ 9５ 9４
１ 9０ 8１ 8７ 8６ 4２ 8７ 8１ 6０ 8４ 6２ 5９ 7２ 6６ 5６ 6８ 9８ 9９ 9９
I、＊ 9０ 8８ 9０ 8９ 7１ 9１ 9０ 7４ 9１ 7６ 6９ 8７ 7８ 6１ 5８ 6９ 7５ 8０
、 8９ 8８ 8１ 8８ 7７ 8７ 8２ 7２ 6７ 7０ 7４ 8３ 8０ 2９ 3８ 1３ 1３ 7７
０⑮ 8９ 8６ 9８ 8９ 5７ 8８ 7６ 7６ 7８ 5１ 7６ 6８ 7４ 5４ 4６ 7３ 7９ 9４
ｐ 8９ 8３ 8１ 7９ 6３ 8４ 7８ 4６ 7９ 6６ 7９ 7９ 7８ 6２ 5２ 4０ 7９ 8６
再2５
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８
ｑ 8９ 7７ 7５ 7３ 3９ 8５ 7０ 4０ 6４ 5５ 5７ 7２ 6３ 1４ 2０ 4３ 5５ 5２
ｒ 8９ 7９ 7４ 7９ 4９ 8４ 7１ 3８ 7４ 6４ 6３ 6４ 5６ 2８ 2０ 1９ 5４ 9９
＊ s⑲ 8９ 8２ 9０ 9１ 5４ 8５ 7４ 8２ 8２ 5６ 7９ 8０ 7０ 6７ 8２ 8２ 9６ 9９
ａ ，① 8４ 8９ 8２ 8５ 6７ 9５ 8８ 8２ 8６ 6９ 6７ 8２ 7９ 5１ 7６ 6１ 9３ 9１
ｂ , ＊ ８４% 9２ 9４ 9３ 7８ 9１ 8８ 9４ 7８ 8１ 8８ 7８ 7７ 8３ 8１ 8５ 9９ 0０
Ｃ ， 8４ 8２ 8０ 8８ 5２ 8６ 7３ 3４ 7２ 6３ 7７ 7９ 6９ 2２ 4２ 5８ ７ 2８
． ） ＊ 8４ 8２ 9７ 9５ 5９ 8６ 8０ 5２ 6９ 6０ 8９ 8０ 7９ 5１ 6６ 8１ 7８ 8８
e'*⑤ 8４ 8２ 7４ 8１ 6０ 8４ 7９ 3２ 7０ 4４ 6４ 7７ 6９ 4１ 5２ 6７ 9７ 8９
ｆ，＊ 8４ 9２ 8３ 8６ 6３ 8２ 7２ 7５ 8１ 6５ 8９ 8８ 8３ 6６ 7０ 8２ 8１ 9６
９ ’ 8３ 7５ 7４ 8１ 6５ 8４ 7９ 4４ 8２ 5７ 7８ 7９ 7６ 4２ 4２ 7１ 9９ 9５
ｈ, 8３ 7１ 8５ 8２ 5３ 8０ 7２ 7４ 7９ 6６ 8３ 9０ 8３ 6０ 7０ 9３ 8８ 9９
i'＊ 8３ 8２ 8４ 8１ 5４ 8２ 7４ 4８ 7９ 6２ 5３ 6２ 6７ 5９ 7２ 6１ 8２ 9７
j，＊ 8３ 8３ 8３ 8４ 5０ 8６ 7７ 4０ 6７ 5０ 7１ 7２ 7２ 4８ 2６ 3７ 8６ 8８
k，⑪ 8３ 7２ 8７ 8４ 4２ 7９ 6８ 4８ 7２ 6３ 6９ 8１ 8０ 4８ 4４ 5５ 8７ 8０
１ フ 8３ 7９ 9５ 9６ 8０ 8８ 8５ 9６ 9４ 8２ 9２ 8４ 8６ 8２ 8７ 9９ 9９ 9８
I、ｿ 8３ 8２ 8１ 8７ 7８ 8５ 7６ 7７ 7８ 6９ 8８ 8３ 7８ 0０ 8３ 7７ 3４ 9６
、, 8２ 0０ 8２ 8２ 6１ 7４ 6０ 4６ 7７ 5９ 8３ 8１ 7４ 5２ 5２ 7５ 5８ 7９
Ｏ，＊ 8２ 7３ 8６ 8０ 3８ 6７ 5８ 3８ 6３ 3３ 5８ 6２ 5６ 3２ 5０ 6１ 6７ 6１
p，⑯ 8１ 7７ 6９ 7２ 3８ 6５ 6６ 2０ 5８ 4８ 6９ 6６ 5６ 5２ 5８ 7６ 5８ 7０
ｑ， 8１ 7４ 7６ 7６ 3８ 8７ 7６ 4０ 6９ 5８ 6５ 6８ 6０ 3９ 3０ 7２ 9７ 9７
ｒ， 8１ 7６ 6４ 7１ 3８ 6７ 6２ 5４ 7０ 5１ 5１ 5７ 6０ 2６ 4２ 3３ 5８ 4３
S，＊ 8１ 7６ 7９ 7９ 4９ 8１ 7３ 3２ 6６ 6８ 6１ 7６ 7５ 2４ 4０ 4６ 9９ 9９













a''① 欠 7２ 5８ 6９ 4４ 7１ 6２ 4０ 5９ 4７ 7１ 6２ 5６ 2４ 3４ 3１ 5５ 3４
ｂ ,， ＊ 欠 8３ 8９ 9１ 5９ 9４ 9２ 8８ 8７ 7５ 8４ 7７ 8０ 7４ 7０ 9２ 9４ 9９
Ｃ ” 7３ 8１ 8１ 8０ 4７ 6９ 6８ 6２ 7６ 6４ 6１ 6１ 6１ 2８ 9４ 8３ 9９ 9９
． ，， 7３ 7１ 8４ 8２ 4３ 8８ 7８ 6０ 7６ 5８ ０ 6１ 5８ 5０ 4４ 8０ 9０ 8５
ｅ ，，⑤ 7３ 7３ 7８ 8４ 5９ 8３ 7３ 5２ 6６ 4６ 7８ 8０ 7２ 5７ 8６ 7５ 8５ 8９
ｆ ，， 7３ 8４ 7５ 8１ 4６ 8４ 7８ 4８ 7４ 5５ 8４ 8５ 8２ 6１ 8８ 9３ 7５ 8２
９ ,， 7３ 8１ 7７ 7０ 3９ 6８ 6２ 3２ 5８ 3７ 4９ 6４ 5４ 3６ 2４ 1０ 2７ 4３
ｈ,， 7２ 8７ 9７ 9１ 5３ 8９ 7７ 5２ 8５ 5５ 6６ 8０ 7６ 4８ 3４ 1９ 2４ 2５
i'， 7２ 6８ 7７ 7２ 4８ 7７ 5９ 3２ 6２ 7０ 5８ 6４ 6２ 2４ 8４ 8５ 9４ 9４
j"⑩ 7２ 8９ 9６ 9２ 3３ 8７ 8１ 7１ 8４ 6７ 8９ 8６ 8６ 8２ 9９ 9６ 9９ 9９
ｋ ﾌフ 7２ 7４ 8２ 8０ 5２ 8４ 7１ 5９ 7８ 5７ 0０ 6３ 6３ 4７ 1４ 8２ 5４ 8２
１ ” 7２ 7８ 8８ 8７ 7４ 8８
●
8４ 7４ 8９ 6８ 8２ 8８ 8５ 7５ 9５ 9７ 9９ 9７
rｎ” 7２ 7９ 8５ 8３ 5０ 8２ 7６ 6８ 6１ 4７ 6２ 7２ 6６ 5２ 5２ 7６ 8７ 8５
、,’ 7０ 7７ 7２ 6０ 4２ 6６ 6１ 2８ 6６ 4８ 5２ 6１ 5３ 2４ 3６ 4０ 7６ 7０
o"⑮ 7０ 7４ 7２ 7３ 5０ 8５ 7５ 3０ 6４ 5５ 6０ 6９ 6８ 2８ 6８ 7６ 5５ 8８
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８
ｐ” ＊ 6９ 8４ 7９ 8４ 4９ 8３ 7２ 4６ 8６ 4８ 6９ 7２ 6５ 4１ 7０ 4２ 9９ 8５
ｑ” ＊ 6９ 8２ 7１ 8３ 6３ 8２ 7７ 4０ 7７ 5８ 7７ 7２ 6４ 6２ 7０ 7７ 9３ 9９
ｒ ﾌフ 6５ 7８ 7７ 7７ 3９ 6４ 5３ ０ 5６ 5０ 4７ 4９ 3５ 1７ 2６ 2２ 4０ 6１
s，，⑲ 5５ 6３ 5０ 6４ 3１ 5０ 4５ 5３ 4５ 3８ 4３ 5７ 4１ 1５ 2２ 2５ １ 1６
平均 8２ 7９ 8２ 8４ 5５ 8２ 7５ 5６ 7６ 7５ 7６ 7２ 5１ 5６ 6３ 7６ 7７

































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ １５ 1６ 1７ 1８
○ 1９ ８ ８ ５ 1２ １０ ７ 1２ ８ ７ ５ ７ ９ 1０ ９ 1０ 1０ １３
△ ０ ８ ４ ８ ３ ７ ５ １ ７ ８ ８ ５ ５ ４ ４ ３ ４ ４
□ ０ ２ ３ ４ １ ２ ５ ２ １ ３ 1 ３ ２ ０ １ ０ ０ 0
× ０ １ ４ ２ ３ ０ ２ ４ ３ １ ５ ４ ３ ５ ５ ６ ５ ２
不 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0
編 課 力 課 力 課 課 課 課 課 課
ａ
ｂ
Ｃ ． ｅ ｆ ９ ｈ’ ●Ｔ０《 ．』 ｋ １ rｎ 、 ０ ｐ ｑ ｒ ｓ’
○ 1１ ９ 1３ 1３ ２ 1８ 1８ ５ ８ ８ １４ ８ 1１ ９ ６ ４ 1 ２ ９
△ ６ ６ ５ ３ ０ 0 ０ ４ ６ ６ ３ ６ ６ ４ ９ 1０ １ ４ ７
□ １ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ５ ２ ３ ０ ２ １ ０ ０ ２ ５ ３ ２
× ０ １ ０ ２ 1４ ０ ０ ３ ２ １ ０ ２ ０ ５ ３ ２ 11 ９ ０
課 ２ ０ ３ ２ 0 ３ ３ ０ １ ２ ２ ０ ２ ２ ２ ０ ０ ０ １
課
３ ４ ４ ２ １ ５ ５ ３ ５ ２ ４ ４ １ ０ １ ２ ０ １ ５


















１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８
○ 0 ３ ４ ３ ６ ７ ３ ６ ２ ５ ７ ４ ６ ４ ８ 1０ 1１ 1１
△ 2０ ６ 1０ ９ ４ ８ 1０ １ ７ ８ ２ ８ ９ ４ １ ５ ３ ３
□ ０ ９ ２ ５ ５ ２ ３ １ ７ ２ ３ ３ １ ３ ５ １ ０ １
× ０ １ ４ ３ ５ ３ ４ 1２ ４ ５ ８ ５ ４ ８ ６ ４ ６ ４




。’ ｅ, ｆ， ９ ， ｈ， ｆ’ j， ｋ ） １ ， Ｉｎ, 、 ， ぴ一 ｐ ， ｑ ， ｒ ， ざ一 ｔ ，
○ 1１ 1４ ２ ９ ３ 1１ ５ 1０ ３ ４ ３ 1７ ９ ３ １ ２ ５ １ ４ ３
△ ６ ３ ８ ７ ７ ６ ６ ５ ９ ５ ５ １ ７ ９ ２ １ 1 １ ４ ９
□ ０ ０ ３ ２ ３ １ ４ ２ ３ ４ ６ ０ 0 ２ ３ ４ ４ ２ ４ ２
× １ 0 ５ ０ ５ 0 ３ １ ３ ５ ４ ０ 1 ３ 1２ 1１ ８ 1４ ６ ４
課 ２ ３ ０ 1 ０ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ２ ２ １ 0 ０ ０ ０ ０ ０
課
２ ４ ０ ３ ２ ４ ３ ５ ２ ２ １ ５ ３ １ ０ １ ３ ０ ２ １
























１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
ｂ〈ｕ〉 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ １８
○ ０ ２ ３ ３ ２ ５ ２ ４ ５ ３ ４ ３ ４ ５ 1０ 1２ 1０ 1１
△ ０ ６ ５ ５ ２ ７ ８ ３ ５ ２ ２ ３ ２ ３ ０ ０ ２ ２
□ ０ ９ ６ ５ ６ １ ４ ３ １ ６ ２ ４ ３ ２ １ ０ ０ １
× 1９ ２ ５ ６ ９ ６ ５ ８ ９ ８ ９ ９ 1０ ９ ８ ７ ７ ５
不 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ａ ,， ｂ ,， Ｃ ” ． ,， ｅ ，' ｆ ，， ９ ,， ｈ ，， i，， j，， ｋ ” １ ” rｎ ,， 、，， ０ ，， 区 ”ｑ ｒ” Ｓ ，，
○ １ 1５ ５ ５ ５ ７ １ ６ ６ 1５ ２ 1５ ５ １ ４ ５ ６ １ １
△ ０ ３ ５ ６ ７ ６ １ ３ ０ ２ ５ ２ ６ １ ２ ３ ６ ０ ０
□ ２ ０ ２ ２ ４ ３ ２ ４ ３ ０ ６ １ ４ ２ ５ ６ ２ ３ １
× 1５ ０ ６ ４ ２ ２ 1４ ５ ９ １ ４ ０ ３ 1４ ７ ４ ３ 1３ 1６
課 ０ ２ ２ ０ ０ １ ０ １ ０ ３ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ 0
課
０ ５ ５ ３ ３ ３ 0 ０ ４ ５ １ ５ ３ 0 ３ ３ ５ ０ ０
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グ2０
S々'
１０
２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８回
最上位のａは、最後の構文とイディオムの課題テスト以外は、おおむね変わりのない成績を
上げている。ｑは全然良好な成績を維持できないでいる。これに対して、ａ'は大層頑張ってい
て、イディオムの課題テストも良い。ｑ'は余りいいとはいえないが､最後の課題テストで凄く頑
張っている。ａ”は終始よろしくない線を描いている。これに対してｑ''はおおいに頑張って、最
後はトップに踊り出ている。ｓ"はどうにもならず、終始最低を維持している。
成績とは関係なく、イディオムの課題テストについて、暗記に償れてくれば、結構良い成績
3０
を上げていることがわかる。トップ級と最下位は変わらないが、中程のものは努力如何では変
化もあり得ることを示している。
以上は本校のある学年の入学後１年と１学期まで、すなわち２年の第１学期までに実施され
たテスト23回の内、１８回分を▼得点分布によって分類し、その特徴をみてきた。
５）具体的テストの検討
次に２年第１学期末の具体的な問題を取り上げて、個々の問題の出来具合をみてみよう。
これは、上に述べたテストの内、第13回に該当するものである。これによると学年平均は72点
で、６０点未満者が17名（12.5％)おり、更にその中で40点未満者は２名もいる。これに対して、
95点以上の得点者はＯで、９０点までの得点者は３名の僅少で、この３名を含めて、８５点以上の
得点者は16名（11.8％)である。この数は、この学年が本校に入学した時にクラス編成テストで
示した85点以上の得点者54名（39.7％)と比較すると、雲泥の差がある。その変化は本当に悪化
●
への変化であるはずがなく、程度の格差と難度による当然な変化であるが、応用力伸長の'性急
な期待がありすぎる部分は否定できないかもしれない。具体的にみてみる。
問題の種類は次の通りである。
Ａ・・・１７問からなり、書き換え、穴埋め、語法、和訳等種々な問題を間うている。
Ｂ・・・４問からなり、与えられた語を並べかえて、完全な英文にする。日本文は与えて
いない。
Ｃ・・・７問からなり、空欄穴埋めの問題で、文法上の知識を間うている。
Ｄ・・・２問からなり、日本文を英訳する問題である。
Ｅ・・・６問からなり、語の発音記号を与えてあって、それから指示された派生語または
反意語を書かせる問題である。
Ｆ・・・今年のある大学の入試問題そのものの一部を借用しており、長文問題の内容を問
う問題が５間ある。
このＡからＥまでは、授業中に学習した範囲内から一部はそのままに、また－部は応用的な
問題にして作成してあり、聞き方に－工夫をしてある。また、Ｆで、２年のこの段階で挑戦さ
せると、応用力の錬成にいいのではないか、と判断されるものを選んで、出題してある。
結果としては、次のように顕著に出来の悪いものだけを選んで、纏めてみた。
Ａの３のａが55名（40.7％)の誤り。これは関係副詞ｗｈｅｎの意味を他の２語で表す問題で
ある。
Ａの４のａが同じく５５名（40.7％)の誤り。これはmustの時制関係を問う問題である。
Ａの５が60名（44.4％)の誤り。これは「・・・しない内に・・・する」の構文を問う問題
である。ｗｈｅｎの節の前にhad＋ｐｐの時制が置かれることを問うた問題。
Ａの９のａが121名(89.6％)の誤り。これは比較級betterに続くｔｈａｎ以下の語群が省略さ
れているが、これを書かせる問題である。
Ａの11の力が96名(71.1％)の誤り。これは話法転換の問題で、ｉｆ節の中にwouldがあって
これを直接話法では主語意志としてwillになることを問うた問題である。
Ａの１２のｂが68名(50.4％)の誤り。これはreasonsforをreasonswhyに書き換えた場合、
それに対応して他の部分がどう変化するかを問うた問題である。
Ａの13のイ、ウ、エがそれぞれ51名（37.8％)、103名（76.3％)、９１名（67.4％)の誤り。こ
れは上の問題を逆に聞いた問題で、ｗｈｙの節をthereasonforで変換させるものである。
以上がＡの問題で際立って悪い出来のものを上げてみた。Ａの問題は小間全てを数えれば、
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53間あり、その中で上記の誤りは９間ある。これは16.9％に当たる。
Ｂの３が82名(60.7％)の誤り。これは８つのグループに区切られた語または語群を意味の
通る英文に作成する問題である。
Ｃはなし。
Ｄの１が113名(83.7％)の誤り。これは完全でないと誤りに扱った。英作文の問題であるＤ
の２が111名（82.2％)の誤り。これもｌと同じ扱い。長い日本文の英作である。
Ｅは６語全部駄目。１は130名（96.3％)、２は65名（48.1％)、３は116名（85.9％)、４は９８
名(72.6％)、５は112名(83％)、６は104名（77％)の誤り。これは発音記号から単語を考え
出し、その上で派生語や範囲語を考え出させる問題である。
最後のＦの２が66名（48.9％)、４が62名（45.9％)、５が52名（38.5）の誤り。これは３つ
とも英語長文の内容設問である。この応用問題の出来は次の通りであった。
５問とも正解の生徒は30名（22.2％）
５問とも間違った生徒は７名（5.2％）
１問間違い31名（23.0％）
２問間違い22名（16.3％）
３問間違い23名（17.0％）
ＢからＦまでの問題は小間全てを数えれば、２４間あり、その中で上記の誤りは12間ある。これ
は20.0％に当たる。特にＤとＥの問題８問は全滅であるから、これが大きな問題として考えな
ければならない。
53問と24問の合計77問の中で、９問と12問の合計21問は、27.3％に当たり、決して無視して良
い程度ではない。これらは事ある毎に集中的に頻繁に認識の機会を増大させるように配慮して
指導しなければならない。問題によっては８割以上の生徒が間違うという不出来があるが、こ
れらの理由というものをよくよく考えて対応しなければならない。
例えば文法問題について考えてみると、問い掛けの仕方いかんによって、難問になったり、
逆になったりするものであることは周知のことである。問い掛けの基準というものをどこに置
くかが問題となることだってある。やや一般的だと判断される問題を専一に出題しておれば、
得点は高く偏っていく。従って平均点も上昇する。そのことで満足していれば、難問奇問に対
処する能力が果たして養われるものであるのか､という問い掛けに応えたことにならないので
はないか。質問の仕方をああでもない、こうでもないなどと手を変え品を変えて問い質すこと
を繰り返しておれば、そう高い平均点に達しないし、そのことによって問題に対処する態度も
養われていくはずである、などと考えることに安んじているだけで本当に生徒の学力が養われ
ていくのか。平均点は上がらず、そうかといって実際問題として応用力が養われていかなけれ
ば、一体何をしているのか、分からないことになる。しかし一方において、着実に外部模試の
成績が上昇していく事実がある以上は、これも良しとしなければならないなどと納得する。こ
れが本当の教育なんだろうか、と自責の念に駆られることがないとはいえない。
例えば次の具体的な問題を考えてみる。これは｢構文と応用ニュー英文解釈」（高梨健吉著美
誠社）から引用した問題である。その問題73(p､109）はａｓ.…ａｓpossibleとかａｓ.…ａｓＳｃａｎな
どの構文が中心的なテーマであるのに、そのことを聞きただすことが本筋であるはずなのにこ
れをしないで、英文中に次の文章がたまたま見つかったことをいいことにして、そのことにつ
いて質問するという邪道な手段を取ったとする。
AsmoreandmoreAmericansread,listentotheradio,andwatchtelevision,ｆｅｗｅｒａｎｄ
ｆｅｗｅｒｏｆｔｈｅｍｂｏｔｈｅｒｔｏｌｅａrnfolklorefrommemory．
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この英文は｢.…するにつれて、ますます.…していく」の比例構文で、ここにはthe＋比
較級………,the＋比較級………の比例比較構文が使われていないから、これでも書き換
えができるはずだし、その知識は果たして生徒はわかっているだろうか、などと勝手な判断を
して、その書き換えを要請するとして、出題したとしたら、この出題の仕方は果たして妥当な
問題として許容できるだろうか。上記の英文も内容が把握できて、かつ、この英文が書き換え
られた比例比較構文の英文が出されても、その英文が読めて、その内容が把握できるという双
方の読解力のある生徒といえども、この両者を書き換えの問題で問い質すやり方を出題したと
したら、果たして答えられるだろうか、と考えたとしたら、それは本当に妥当な態度であろう
か。この両文の書き換えに狼狽することなく容易に対処できる生徒が本当に有能な生徒だと、
どうして判断しなければならないのか、その辺の適不適の問題が解決されないままで、出題者
側の思いつきによる出題傾向に翻弄されたままでいいものでろうか。電撃的に思いつく能力を
試すことが果たして本当の能力を試すことになるのであろうか､という問題があるはずである。
だから逸脱した問題とか突っ拍子もない問題を作ったからといって、それは必ずしも適性な問
題であるとは言えないという問題がある。
一度しか学習していない新知識を問い質すのに、素直にその部分を問い質してこそ知識は定
着への方向づけができるはずである。それが学習した能力を試す基本であるはずだ。その姿勢
を飛び越えて、実際の外部模試から始まって、大学入試の問題にいたるまで、対処能力を養う
ために思いつきの問題を出題して顧みないのでは、本当の意味での学習に繋がらない結果が出
てくる。これは避けられないことである。
殊に文法に関する問題を作成する時に、この種の矛盾感を抱きながら釈然としないままに放
置されがちである。しかし、英語の学力が本当に身についているのかどうかを試す方法として
一番よく取られるのは勿論英語読解である。その読解力だけを試しておれば、即ち英語力があ
ると判断しても差し支えないように思われるが、これに文法問題を多岐に渡って問い質すこと
を加味して、その上、英語表現力を試すために英作文を課して、これをもって総合的に学力判
定の一応の基準としているのが普通のテスト形式となっている。
しかし、こういう態度で出題する問題は、全部が全部でなく、応用問題として－部を混入さ
せて構成させているからいいのではないか、と無理に納得してしまうのが普通のようだ。
そうすると、結.果のよろしくない生徒を個別的に呼んで、そこら辺の応用能力を問うと、決
まって応答してくる言葉は、「あとから考えると、その知識は知っていたんですが、いざ問題に
ぶつかると、思いつかないのです」というものである。ここにおいても生徒の思いつきの反応
を試す形式に流れていることが特色であることに気付く。慣れているか、’慣れていないか、そ
のことが問題の中心となってしまう。そして、この気付くための錬成を深めるために、つまり、
慣れをより鋭意に身につくように、疑念を抱くことを避けながら、より多くの問題をこなすこ
とによって、この隔路は打開できるなどと言って、問題集の練習に励むように指導することを
普通としている。
学校教育の本来の姿というものは、学問をして、その学問を背景としながら人生を生き抜い
て行く上で、適正な行動と思慮分別がなされることである。社会において共同体意識を失うこ
となく、自己の人生を意義あるものにしながらも、社会に貢献する協調性を失わない。そんな
個人に成長していってくれるように学問は自己研讃のためになければならない。それなのに、
知識の掌握、積み上げと、技術的な先鋭化だけを意図した勉強だけでは、何が一体教育なのか、
心許なくなる。そんな矛盾を感じながら、英語の試験問題を考えることがないなどと言い切る
ことはできない。しかし、こんな問題は今始まったことではないだろうし、昔からあったこと
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だろうから、教育は煩悶しながら進んでいくものであろう、と自己慰安を抱いたりする。
6） 本校における英語教官の意見〔項目について、筆記回答を求めた。（）内が意見〕
Ａ・課題について
１.課題は３年間というサイクルの中で計画的にだしたか
ア（その通り）とウ（１，２年だけ）のどちらか。他はなし。
２．課題を出す重点は何か
ｱ(基礎的な知識を-通り学習させたい)とｲ（-年の時にとにかく勉強の態度
を身につけさせたい）ウ（日頃の授業の中で、とかく洩れがちな語法上の知識を
拾って学習させたい）の三つ。他はなし。
３．課題のチェックとしてのテストは
ア（計画的にしている）とウ（学力テストの中でしている）とエ（授業時間中に
している）とオ（考査の中に組み入れてしている）の組み合わせ。
４．課題をテストした場合、その成績は考査成績の中に入れて、評価するか
ア（する）とイ（しない）とウ（加味することがある）のどちらか。
５．課題を出すことの功罪と成果について
イ（やはり効果はあり、侮れないものがあるから、やらせた方が良い）とウ（形
式的過ぎる）とオ（他の教科の学習の邪魔とか阻害になりはしないか、と危倶す
ることがある）と力（生徒独自の学習計画の隠路になっている部分があるのでは
ないかと懸念する）の組み合わせ。
６．課題テストで、欠席して、受験しない生徒が出た場合、どのように扱うか
ア（要請がある時だけ、再試験をする）とイ（無視する）とウ（呼んで話を聞く）
のいずれか。
７６課題デストで、特に知識の定着率がよろしくない時は、どのように対応している
か。ア（授業時間に取り上げて、説明する）ウ（同じ知識が授業の展開の中で登
場する時まで、保留しておき、その時になって、念入りに説明する)のいずれか。
８．課題テストの今後の在り方について、どう思うか
ア（あくまで生徒次第だと考えている）ウ（生徒の自主性を期待すると言っても
それは全体のことを考えると、そうとばかりは言っておれない）とオ（もっと頻
度を多くして、つまり試験範囲を狭くして、テストをしてやるように配慮すれば
よい）と力（毎年各自が担当する、責任学年だけを対象にしたテスト作成をやっ
ているのでは、学校としての一貫した学習計画とテストが行えない欠陥がでるの
ではないか。その点の話し合いが必要ではないか）がある。
９．課題として使用した教材名は
＊「基礎からの英語」（美誠社）と「ニュー英文解釈」（美誠社）
＊「基礎からの英語」と「英語の構文150」（美誠社）
＊「基礎からの英語」と「チャート式詳解英文解釈法」（数研出版）
＊「基礎からの英語」と「基礎からスタート英単語･英熟語30日」（池田書店）
と「英単語トレーニング・ペーパー」（教育社）と
「合格水準英単語3100」（美誠社）
＊「基礎からの英語」と「ニュー英文解釈」と「試験にでる英単語」（青春出
版）
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１０．課題テストの１回分のテスト範囲は
２章分と３章分と５章分のいずれか。（頁数にすると２章分で約30頁）
他に意見として、「課題実施の告知のみでは徹底しないので､試験前に進行状況を
記録する」がある。
Ｂ・授業について
１．ａ・英語１－できるだけ多くの類似英文を提示し、英語の感覚を養う。
朝、補習のデイクテーションで聞き取る力をつける。
英語嫌いを出さないよう息ぬきも多少いれる。（１年）
英語11-英文読解と和訳に重点をおく。読解に当たっては語法上の用法にに
ついては、できるだけ多くの例文を通して理解と定着を計る。
イディオム、単語の暗記は時をみては実施。難解な英文に慣れるよ
うに大学入試問題をプリントにして、挑戦させる。個人指導を徹底
する。（２，３年）
ｂ、英語ＩＩＡ－受験を睨んだ授業構成に努める。（２，３年）
英語ＩＩＢ－英文和訳をさせ､その大意を捉えるよう指導｡背景の知識を伝える。
作品のもつ道義'性を教えることに重点をおく。（２，３年）
英語ＩＩＣ－和文英訳の基本的姿勢として、いわゆる直訳的な単語の機械的移行
をしないように指導。その文意を汲み取って、背景を考慮しながら、
適切な語と語法を選ぶように指導。また、知らない単語をどのよう
に考察して、表現するか、その技術について指導。
（２，３年）
２．現在手がけている指導．
＊できるだけ英文和訳を避けたいと思い〈生徒の理解度を調べるため２つの方法を
別々に試行｡’
1）プリントや板書により英文教材への一連の質問を英語で生徒にする。
生徒は英語で答える。
２）パラグラフ毎に英文で纏めさせ、発表させる。（結果については別）
＊大意把握の試行。（結果については別）
Ｃ・英語教授の問題点について
１．生徒の方でてこずっている点は
ａ・英語の和訳について
＊語彙力の不足
＊日本語にならない訳
＊複雑な長文の構造上の把握に難がある
＊構造上間違った捉え方をする
＊日本語の適切な意味で表現できない
ｂ、英訳について
＊英文のパターンが不足
＊和文をより簡便な和文に噛み砕くことに不慣れ
＊時制、三人称単数のｓ、動詞の活用に難がある
＊構文のどれに当てはめるか見当がつかない
＊語彙力の不足
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＊時制と冠詞の使い方
＊学習したばかりの新しい知識を駆使する冒険的な姿勢がなく、既知の熟知
した知識に頼りすぎる。発展的な伸長が期待できない部分がある
ｃ，文法について
＊仮定法、倒置構文、比較級（特にｔｈａｎ以下の省略の場合）
＊課題をやらせた割に知らない
＊知らないことが多すぎる
＊まだまだこれからじゃないか、といらいらさせられることがある
ｄ・発音や聞き方について
＊非常に能力が欠けている
＊読み方が下手である
＊およそ英語のイントネーションではない
＊生徒の自主学習に待つほかない
＊聞く能力は貧弱
＊特別な練習を意識的にやってはいないのではないか、と思われる
ｅ，その他、気付いた点について
＊中学校から入ってきた段階で自分の勉強のスタイルが確立していない
＊毎日の勉強が不足。また、その程度についても計画性が疑われる
＊語学の勉強は他の教科と違うという点の認識がない。５分でも10分でも口
ずさんで練習することが必要だということがわかっていない。
＊試験前だけ勉強したらいいと考えているものがいる
2．先生の方で、生徒の指導上、問題を感じている事柄について
ａ・英文和訳について
＊こちらから一方的にならないようにしている｡訳なら訳のヒントのみ出す。
応用文を生徒にさせる
＊文の要素を見分ける能力を早くつけさせる点
＊難しいと、無口のまま時間を流したり、同じ訳語を反復したりする
ｂ、和文英訳について
＊生徒の答えのチェックに時間がかかる
＊忍耐しながら生徒の答えを待つ
＊語彙が不足
＊不注意なミス
＊主文と従属節との時制の不一致、数の不一致
＊言葉の使い分けができない
ｃ，英文法について
＊１年の時にあらかたすませたい
＊文章構造の把握の仕方
＊何が重要で何が重要でないか、この見分け方
＊課題として学習させる参考書の解説の日本文が読みこなせない生徒をどう
指導すればよいか
ｄ・発音、聞き方について
＊教師の方にも何らかの機会をとらえ、練習時間の確保を切望
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＊いやしくも生徒を指導するからには、教師側の絶え間無い努力がなくては
ならない
＊生徒の誤りの都度、訂正する
＊個々の生徒の努力が必要
＊教師がいい発音で聞かせる
＊外人との対話をきかせるか、洋画の１場面をＶＴＲで学習
その他
＊生徒は大部分勉強に対して消極的で、教師側からの働きかけを待っている
ふしがみられる。これと表裏一体だが、宿題はよくこなしている
＊非常に無気力な生徒が教室に２，３名いる。それは独り英語だけではなさ
そうである。こういう生徒に対しては根本的な対策が必要
＊生徒の読解には限界があるのはやむをえないことであるが、その限界をこ
えた対応をどう指導するか、大きな問題である
＊出された課題だけしか学習しない生徒を更にどう指導したらいいか。
以上
ｅ
追記： 「本校における英語学習のアンケート」の収録したものを最後に掲載する予
定でいたところ、与えられた枚数をすでに越えており、この上、このアンケ
ート７頁分の超過は許されないので、ここに割愛させていただきます。しか
し、もし参考にご要りようでしたら、ご連絡ください。わら半紙に印刷した
ものを送付させていただきます。どうかご容赦ください。
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